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●遠賀川に
　サケが帰ってくることを願って…

　３月２０日、わくわくごとくリバーの水際で、
「遠賀川源流サケの会」の皆さんのご協力のもと、
北小１・２年生（当時）と地域の皆さんが約５㎝の
サケの稚魚 2 千匹を放流しました。サケが帰って
こられるように“いつもきれいな川にしようね”と
誓い、遠賀川で泳いでいく稚魚を見守りました。
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 平成３０年度 

施 政 所 信 表 明
小竹町長　松尾 勝徳  

　

平
成
30
年
度
は
、町
長
と
し
て
２
期
目

の
最
終
年
度
で
あ
り
、町
制
施
行
90
周
年

を
迎
え
た
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。こ

の
節
目
の
年
に
、
昨
年
策
定
し
た「
第
５

次
小
竹
町
総
合
計
画
」を
本
町
の
施
策
の

柱
と
し
て
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
す
が
、４
年
目
を
迎
え
る

「
第
６
次
小
竹
町
行
政
改
革
大
綱
」に
よ

り
、
新
た
な
収
入
の
確
保
、
施
策
の
取
捨

選
択
に
よ
る
支
出
の
抑
制
を
図
り
、本
町

の
重
要
施
策
で
あ
る
小
竹
駅
西
口
周
辺

開
発
、
新
庁
舎
建
設
、
七
福
町
営
住
宅
建

替
事
業
の
ほ
か
防
災
・
減
災
対
策
、少
子
・

高
齢
化
、人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。米

国
の
心
理
学
者
・
セ
リ
グ
マ
ン
博
士
に
よ

れ
ば
悲
観
的
な
人
は「
悪
い
状
況
が
ず
っ

と
続
く
」と
思
い
込
む
。
楽
観
的
な
人
は

「
一
時
的
」と
と
ら
え
、そ
れ
を
バ
ネ
に
努

力
で
き
る
。
そ
の
心
の
楽
観
度
が
、
人
生

の
幸
福
や
成
功
に
深
く
関
わ
る
と
説
い

て
い
ま
す
。私
も「
き
っ
と
良
く
な
る
。良

く
す
る
。」と
い
う
楽
観
論
を
持
ち
、能
動

の
姿
勢
を
保
ち
、行
政
の
か
じ
取
り
役
と

し
て
、
自
ら
を
厳
し
く
律
し
、
着
実
に
町

の
将
来
像
実
現
に
向
け
て
奮
闘
・
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
の
町
づ
く
り
の
基
本

理
念「
暮
ら
し
を
支
え
る
絆
社
会
」を

目
指
し
て
、「
分
か
ち
合
い
、
支
え
あ

い
、助
け
合
う
」地
域
づ
く
り
に
挑
む

た
め
、
自
ら
に
厳
し
く
町
政
を
担
う

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。３
月
11
日「
東
日

本
大
震
災
」発
生
か
ら
７
年
の
歳
月

が
刻
ま
れ
ま
す
。
被
災
地
の
首
長
は

「『
創
造
』ど
こ
ろ
か
震
災
前
に
戻
す

『
復
旧
』す
ら
見
通
せ
な
い
。
再
生
に

向
か
う
唯
一
の
道
は
、
町
並
み
や
産

業
だ
け
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の

心
の
復
旧
こ
そ
が
真
の『
復
興
』に
な

る
」と
語
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
住
む

人
た
ち
に
生
き
る
勇
気
と
希
望
が
わ

い
て
く
る
歩
み
。
そ
れ
こ
そ
が
地
域

の
再
生
に
つ
な
が
る
道
で
は
な
い
か

と
被
災
地
の
現
状
を
垣
間
見
て
感
じ

ま
し
た
。町
づ
く
り
は「
一
人
を
大
切

に
す
る
心
」で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
被
災
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国

す
べ
て
の「
地
方
創
生
」に
問
わ
れ
る

姿
勢
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の
町
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
お
よ
び
ご
協

力
な
ら
び
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



3 ひまわりだより3 ひまわりだより

◆平成３０年度施政所信表明　町づくりの基本理念「暮らしを支える絆社会」を目指します

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
第
５
次
小
竹
町
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
計
画

の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る「
住
み
た
い
！
育

て
た
い
！
訪
ね
た
い
！
あ
な
た
が
主
役 

幸

せ
実
感 

小こ

た

け
竹
町
」の
実
現
に
向
け
、
主
要
施

策
に
係
る
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
4

こ
た
け
創
造
舎

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
移

住
定
住
・
町
民
の
交
流
・
情
報
発
信
な
ど
を

促
進
し
、
魅
力
的
な
町
の
創
造
に
努
め
ま

す
。
地
域
づ
く
り

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
自
治
会
が

中
核
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
絆
が

生
ま
れ
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、「
分
か

ち
合
い
、支
え
合
い
、助
け
合
う
」地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
安
心
・
安
全
の
ま
ち

4

4

4

4

4

4

4

づ
く
り

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ
る
不
測
の

事
態
に
備
え
る
た
め
、
全
町
一
斉
の
防
災
訓

練
等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
防
災

福
祉
施
策
に
つ
い
て

高
齢
者
施
策
・
介
護

4

4

4

4

4

4

4

保
険
制
度

4

4

4

4

に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
か
年
を

計
画
期
間
と
す
る「
小
竹
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画
で
は
、「
健
康
で
い

き
い
き
と
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、介

護
保
険
制
度
の
地
域
支
援
事
業
の

拡
充
に
努
め
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
の

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
も

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
買
い
物
支
援
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
快
適
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
、

「
健
康
長
寿
・
老
い
楽
の
町
」を
目

指
し
ま
す
。
障
が
い
者
施
策

4

4

4

4

4

4

に
つ

い
て
は
、「
第
５
期
小
竹
町
障
が
い

福
祉
計
画
お
よ
び
第
１
期
小
竹
町

障
が
い
児
福
祉
計
画
」を
策
定
し

ま
す
。
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と

し
ま
す
。
こ
の
目
的
達
成
の
た

め
に
、
各
種
支
援
施
策
を
実
施

し
ま
す
。ま
た
、障
が
い
の
あ
る

か
た
の
送
迎
支
援
を
小
竹
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行

い
、
移
動
支
援
体
制
を
整
備
し

ま
す
。
子
育
て
支
援
施
策

4

4

4

4

4

4

4

に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
を
対
象
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
子
育
て
支
援
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
の
不
安

や
負
担
、
孤
立
感
を
感
じ
る
家

庭
へ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、関
係
機
関
と
密
に
連

携
し
、
児
童
虐
待
や
支
援
が
必

要
な
家
庭
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
に
お
い
て
、
個
別
ケ
ー
ス

会
議
や
実
務
者
会
議
を
行
い
、

問
題
の
早
期
解
決
に
取
り
組
み

ま
す
。

意
識
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
会
、

消
防
団
、
自
主
防
災
会
等
と
連
携
し
て
、
防

災
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。
小
竹

4

4

町
民
ま
つ
り

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、町
制
施
行
90
周

年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、町
民
の
皆
様
か
ら

な
る
実
行
委
員
会
と
と
も
に
、町
民
が
共
に

ふ
れ
あ
い
、さ
ら
に
活
気
に
満
ち
た
ま
つ
り

と
な
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。空
家
対
策

4

4

4

4

に
つ

い
て
は
、
現
在
、
空
家
台
帳
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
、
利
活
用
、
特
定
空
家
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。空
家
情
報

等
の
発
信
を
行
い
、
引
き
続
き
地
域
の
安

全
、
生
活
環
境
の
保
全
、
空
家
の
有
効
活
用

に
向
け
て
の
対
策
に
努
め
ま
す
。庁
舎

4

4

に
つ

い
て
は
、
建
築
後
約
50
年
を
迎
え
、
老
朽
化

と
耐
震
性
に
課
題
が
あ
る
も
の
の
、災
害
時

に
は
対
策
本
部
や
町
民
の
皆
様
の
避
難
場

所
と
な
る
重
要
施
設
で
あ
り
ま
す
。基
本
計

画
を
基
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、交
付
税

措
置
の
あ
る
平
成
32
年
度
ま
で
に
竣
工
す

る
た
め
、
実
施
設
計
等
を
行
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ

4

4

小
竹
駅
西
口
周
辺
の
開
発

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、こ

の
地
域
が
町
の
顔
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、段
階
的
に
開
発
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。小
竹
駅
西
口

に
隣
接
す
る
旧
福
岡
ス
プ
リ
ッ
ト
ン
工
業

の
工
場
跡
地
約
４
・
３
㏊
の
一
部
を
活
用

し
、多
世
代
間
の
交
流
を
可
能
と
す
る
住
環

境
の
整
備
を
民
間
事
業
者
と
連
携
の
も
と

進
め
て
い
き
ま
す
。



4

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
制
度

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に

つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
、
制
度
創
設

以
来
の
大
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
す
。新
制

度
で
は
、県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
本
町
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
町
民
の

皆
様
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

き
め
細
か
い
事
業
を
行
い
ま
す
。国
民
健

康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、平
成
30
年
度
の

改
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
医
療
費
水
準
は
、

依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。
ジ
ュ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
向
上
、健
康
教
育
の
実
施

な
ど
、医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
制
度
の
安
定
運
営
に
努

め
、安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

被
保
険
者
の
皆
様
に
対
し
て
、き
め
細
や

か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

健
康
増
進
施
策
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
が

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で

安
心
し
た
暮
ら
し
を
送
る
た
め
、「
自

ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
」を
基
本
に
、

世
代
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の
支
援

と
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
妊

娠
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
展
開
し
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
ま
す
。ま
た
、平
成
32
年

度
か
ら
始
ま
る「（
仮
称
）子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
に

向
け
て
、
運
営
等
の
計
画
を
準
備
し

ま
す
。健
康
増
進
事
業

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、

各
種
が
ん
検
診
お
よ
び
健
康
診
査
の

受
診
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
・
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

商
工
業
の
振
興

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、

町
内
事
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
、商
工
会

と
連
携
し
、新
規
創
業
者
向
け
の
創
業
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
店
舗
の
新
築
・
増
改
築
を
行

う
事
業
者
へ
の
補
助
な
ど
、総
合
的
な
経
営

支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
観
光
ま

4

4

4

ち
づ
く
り
事
業

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月

に「
小
竹
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
理
念
の
普
及
啓
発
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

発
信
、特
産
品
の
開
発
を
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
と
協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

恒
例
の
春
・
秋
の
環
境
美

化
運
動
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
位
と
協
議
を
行
い
、「
自
ら
住
む
町

の
環
境
は
自
ら
守
る
」と
い
う
環
境
意

識
の
向
上
に
努
め
、
町
民
の
皆
様
と
協

働
で
環
境
行
政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
処
理

費
用
の
削
減
お
よ
び
適
切
な
処
理
体
制

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ご
み
の
不
法
投

棄
防
止
・
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、関
係

機
関
と
の
連
携
協
力
体
制
を
強
化
し
、

生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
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農
林
業
の
振
興
・
整
備
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
が
意
欲
的

に
生
産
を
行
い
、
新
た
な
試

み
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
に
対
し
て
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る

も
の
と
し
て
今
後
も
幅
広
く
支
援
し
ま

す
。
農
地
利
用
の
最
適
化

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
と
連
携
し
、担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
・
解
消
・
新
規
参
入
の
促
進

等
に
努
め
ま
す
。本
町
で
は
、米
、麦
、大

豆
な
ど
の
主
要
作
物
以
外
に
も
、主
食
用

米
の
転
作
作
物
と
し
て
飼
料
用
米
や
米

粉
用
米
と
い
っ
た
新
規
需
要
米
の
生
産

に
加
え
、環
境
に
や
さ
し
い
有
機
農
業
や

九
州
発
の
黒
大
豆「
ク
ロ
ダ
マ
ル
」の
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
農

産
物
を
、こ
れ
ま
で
以
上
に
付
加
価
値
を

付
け
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
収
益
の
向
上
、

販
路
拡
大
等
を
図
り
ま
す
。農
業
生
産
基

4

4

4

4

4

盤
の
整
備

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、災
害
の
未
然
防

止
や
安
全
な
農
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、「
小

竹
町
教
育
大
綱
」に
基
づ

き
、小
竹
町
を
愛
し
、元
気

な
町
民
を
育
む
た
め
の
教
育
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　

学
校
教
育

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、『
こ
た
け

「
つ
な
が
る
」学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
推
進
し
、
町
内
全
小
中
学
校
、
地
域
、

家
庭
お
よ
び
専
門
機
関
が
つ
な
が
り
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
、
き
め
細
や
か

な
学
習
指
導
、
学
校
間
に
お
け
る
学
力

向
上
策
の
共
有
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い

教
育
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
新
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
教

育
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
始
ま
り
ま
す
。
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
川
・
道
路
整
備
事
業
に

つ
い
て

河
川
整
備

4

4

4

4

に
つ
い
て

は
、
蛇
牟
田
川
護
岸
改
修
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
整
備

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
菅
牟
田

幹
線
道
路
改
良
事
業
を
実
施
し
ま

す
。ま
た
、小
竹
団
地
内
の
町
道
南
良

津
・
勝
野
幹
線
の
道
路
舗
装
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
改
修
が

急
が
れ
る
権
現
堂
２
号
線
法
面
改
修

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

浸
水
対
策
事
業

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
御

徳
２
地
区
浸
水
対
策
工
事
で
調
整
池

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

不
登
校
対
策

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
県
重
点
課
題
研

究
指
定
を
受
け
、
町
内
小
中
学

校
の
教
職
員
が
連
携
し
、
不
登

校
対
策「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
く
組
織
的
生
徒
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
研
究
課
題

の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
30
年

度
は
、
小
竹
中
学
校
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
県
下
か
ら
関
係

機
関
が
来
町
し
、
最
終
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。
学
校
給
食

4

4

4

4

に

つ
い
て
は
、
バ
ラ
ン
ス
豊
か
で

安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
し
、

心
身
の
健
康
、
健
や
か
な
成
長

を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
町
を
挙

げ
て
食
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
保
護
者
の
給
食
費
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食
の

食
材
に
係
る
費
用
に
対
し
、
引

き
続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。
学4

校
施
設

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
小
竹
町

学
校
施
設
整
備
第
８
次
５
か
年

計
画
に
基
づ
き
、安
心
・
安
全
な

環
境
下
で
学
習
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
プ
ー
ル
整
備
、
体
育
館
照

明
の
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。
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下
水
道
事
業
に
つ
い
て

遠
賀
川
中
流
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

業4

に
つ
い
て
は
、
住
宅
密
集
地
を
優
先

的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
七
福
町
営
住
宅
の
建
替

え
や
小
竹
駅
西
口
の
開
発
に
併
せ
た
整
備
を
計
画
的

に
行
い
ま
す
。ま
た
、県
に
よ
る
流
域
幹
線
の
延
伸
に

伴
い
、御
徳
地
区
の
一
部
を
事
業
計
画
へ
追
加
し
、整

備
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
可
能
な
経
営
に
向
け
た
、
中
長
期
的

な
計
画
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
も
平
成
30
年
度
か
ら
本

計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
機
能
診
断
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
公
共
下
水
道
事
業
と
同
様
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
向
け
、
段
階
的
な
改
築
更
新
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
・

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

社
会
教
育
の
推
進

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
学
び
を
通
じ
た
人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。特
に
社
会
教
育
関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
へ
の
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
4

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度

か
ら
実
施
し
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
よ
り
一

層
町
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。文
化

4

4

財
の
保
護
お
よ
び
整
備

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、小
竹
町
と

し
て
の
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
し
、
か
つ
、
郷
土

の
資
源
、歴
史
を
活
用
し
た
地
域
教
育
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
町
の
文
化
財
を

小
中
学
校
の
授
業
等
に
活
用
し
、歴
史
と
伝
統
を

重
ん
ず
る
心
を
育
成
し
、郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
さ
ら
に
深
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。人
権
教
育

4

4

4

4

に

つ
い
て
は
、日
常
生
活
に
お
い
て
人
権
尊
重
の
意

識
が
自
然
に
現
れ
る
よ
う
な「
人
権
感
覚
」を
養

う
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

町
営
住
宅
施
策

に
つ
い
て

七
福
団
地

4

4

4

4

に

つ
い
て
は
、建
築
後
約
50
年

を
経
過
し
た
木
造
住
宅
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。現

在
、Ｐ
F
Ｉ
法
に
基
づ
く
建

替
事
業
の
事
業
者
募
集
を

行
っ
て
お
り
、良
質
な
住
環

境
の
整
備
、
コ
ス
ト
の
縮

減
、周
辺
環
境
と
の
調
和
お

よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

病
院
経
営
に
つ

い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
決

算
に
お
い
て
、経
営
状
況
の

悪
化
等
の
た
め
、経
営
健
全

化
団
体
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
た
め
、平
成
28
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
４
か

年
を
期
間
と
す
る
小
竹
町

立
病
院
経
営
健
全
化
計
画

を
策
定
し
、実
施
し
て
い
ま

す
。本
町
の
病
院
事
業
は
地

域
に
お
け
る
公
的
医
療
機

関
と
し
て
、町
民
の
皆
様
の

福
祉
に
資
す
る
た
め
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
必
要
な

病
院
と
し
て
存
続
さ
せ

る
た
め
、経
営
面
、医
療

面
等
の
再
編
に
向
け
た

改
善
を
病
院
職
員
一
丸

と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
水

需
要
の
減
少

や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど
、

事
業
経
営
が
年
々
厳
し
さ

　
を
増
し
て
い
ま
す
。事
業
の
広
域
化
も
視
野
に
、今
後

の
経
営
に
つ
い
て
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

す
。平
成
30
年
度
は
、施
設
の
改
良
計
画
や
財
政
計
画

を
含
む
整
備
計
画
を
立
案
し
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね

ま
す
。あ
わ
せ
て
、主
要
配
水
管
の
更
新
を
進
め
、計

画
的
に
施
設
の
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描— ２月２１日から３月２０日まで —

２月２１日
県市町村職員共済組合組合会 県共済組合会議室

英彦山川寒鮒会 添田町

２月２４日 第三高射特科群創隊４７周年祝賀会 飯塚駐屯地

２月２７日
子ども子育て会議 庁内会議室

福智町嶋野勝氏出陣式 福智町

２月２８日

県町村会定期総会 県自治会館

小竹町特別職報酬等審議会 庁内会議室

「小竹に住みたい」まちづくりの会月例会 中央公民館

３月１日 庁議 庁内会議室

３月２日
県職員（県税事務所）辞令交付 町長室

宮若市外二町じん芥処理施設組合正副組合長会 くらじクリーンセンター

３月 4 日
町民ゴルフ大会・表彰式 ミッションバレーゴルフ場

宮若市有吉哲信氏出陣式 宮若市

３月５日
町障がい者福祉計画答申 町長室

自衛隊入隊者表敬訪問 町長室

３月６日
町村会理事会 県自治会館

町高齢者保健福祉計画答申 町長室

３月８日 ３月定例会（～２６日） 議場

３月９日 第７１回小竹中学校卒業証書授与式 小竹中学校

３月１１日 筑豊地区自衛隊入隊激励会 のがみプレジデントホテル

３月１２日 全員協議会 議場

３月１３日 飯塚駐屯地群長表敬訪問 町長室

３月１４日 特別職報酬等審議会答申 庁内会議室

３月１５日 福岡県立小竹高等技術専門校修了式 小竹高等技術専門校

３月１６日 町内医師会保健事業打合会 のがみプレジデントホテル

３月１７日 小竹こども園修了証書授与式 小竹こども園

３月１８日 日本の歩きたくなるみち５００選大会 総合福祉センター

海う
み

の
香か

を
軽け

い

ト
ラ
に
乗の

せ
若わ

か

布め

売う

り

松
尾　

治
子

血け
つ

圧あ
つ

の
昂た

か

ぶ
る
日ひ

な
り
春は

る

の
雷ら

い

原
賀　

靜
子

彼ひ

岸が
ん

西に

風し

臥ふ

し
て
此し

岸が
ん

の
日ひ

な
り
け
り

安
藤
つ
き
子

啓け
い

蟄ち
つ

や
翔と

ぶ
も
の
許ゆ

る

す
風か

ぜ

の
声こ

え

選
者　

吟

小
竹
同
人
句
会
阿
部
天
風　

選

小
竹
初
音
句
会
阿
部
天
風　

選

境け
い

内だ
い

の
月げ

つ

斗と

句く

碑ひ

前ま
え

あ
た
た
か
し

豊
崎　

民
恵

啓け
い

蟄ち
つ

や
八は

ち

十じ
ゅ
う

五ご

才さ
い

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

　
　  

尾
上　

礼
子

あ
の
土ど

手て

の
向む

こ

ふ
が
見み

た
し
土つ

く

筆し

摘つ

む

時
川
寿
美
子

四し

月が
つ

馬ば

鹿か

親し
た

し
き
仲な

か

に
礼れ

い

儀ぎ

あ
り

小
嶋　

亮
子

梅ば
い

林り
ん

の
空そ

ら

の
青あ

を

さ
や
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

　
　  

安
藤
つ
き
子

俳 句

　

厳
寒
に
苦
し
め
ら
れ
た
冬
も
終
わ
り
、

春
の
息
吹
を
感
じ
る
季
節
を
迎
え
た
３

月
９
日
、
第
71
回
中
学
校
卒
業
証
書
授
与

式
に
参
列
し
た
。
59
人
の
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
へ
村
田
健
吾
校
長
か
ら
卒
業
証
書

の
授
与
な
ど
厳
粛
に
式
が
進
行
し
た
。
卒

業
生
代
表
の
大
村
知
義
さ
ん
は「
友 

進

む
べ
き
道
の
先
に
ど
ん
な
こ
と
が
待
っ

て
い
て
も
支
え
て
く
れ
る
声
が 

い
つ
も

そ
ば
に
同
じ
空
の
下 
ど
こ
か
で
い
つ
も

繋
が
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
で
答
辞

を
結
ん
だ
。
４
月
か
ら
新
た
な
旅
立
ち
を

迎
え
る
卒
業
生
。
若
葉
や
つ
ぼ
み
ゆ
え
の

苦
労
も
あ
る
だ
ろ
う
。
願
わ
く
は
未
熟
さ

を
楽
し
む
く
ら
い
の
心
持
ち
で
生
き
て

ほ
し
い
。
式
典
の
最
中
に
小
生
の
卒
業
式

（
昭
和
39
年
度
）が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。
団

塊
世
代
と
い
わ
れ
た
当
時
の
卒
業
生
は

四
百
四
十
七
人
。
常
に
競
争
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
が「
今
日
よ
り
も
明
日
は
き
っ
と

良
く
な
る
」と
い
え
る
高
度
経
済
成
長
社

会
へ
の
希
望
に
満
ち
た
旅
立
ち
で
あ
っ

た
。
国
難
と
も
言
わ
れ
て
い
る
少
子
・
高

齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
羽
ば
た
く
今
の

若
者
の
未
来
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

「
辛
く
悔
し
い
思
い
で
そ
こ
を
乗
り
越
え

る
と
、
き
っ
と
こ
れ
ま
で
よ
り
見
晴
ら
し

の
よ
い
場
所
に
立
て
る
。
そ
の
と
き
苦
労

し
て
た
ど
っ
た
上
り
坂
が
平
坦
に
見
え

て
く
る
。
人
生
挑
ま
な
け
れ
ば
応
え
て
く

れ
な
い
。
う
つ
ろ
に
叩
け
ば
、
う
つ
ろ
に

し
か
応
え
て
く
れ
な
い
」（
作
家
・
城
山
三

郎
の
言
）。
こ
の
言
葉
を「
15
の
春
」を
迎

え
た
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
と
し
た
。
私

自
身
に
対
す
る
戒
め
の
言
葉
で
も
あ
る
。

　
小
竹
町
長
　

庭に
わ

先さ
き

に
ふ
く
ら
雀す

ず
め

の
畏か

し
こ

ま
る
　

山
本　

繁
明

新し
ん

年ね
ん

を
余よ

裕ゆ
う

を
持も

っ
て
迎む

か

え
け
り

林　

砂

新し
ん

年ね
ん

を
家か

内な
い

安あ
ん

全ぜ
ん

願ね
が

ひ
け
り
　

大
塚　

尚
美

初は
つ

雪ゆ
き

に
犬い

ぬ

喜よ
ろ
こ

び
て
庭に

わ

駈か

け
る
　

谷
口
加
津
代

徹て
つ

夜や

し
て
初は

つ

日ひ

を
拝お

が

む
人ひ

と

の
渦う

ず

　 

丸
山
の
り
よ

誘さ
そ

わ
れ
て
産う

ぶ

土す
な

神か
み

に
初は

つ

詣も
う
で渡

辺
ひ
と
み

新
多
園
句
会

阿
部
天
風　

選
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉おめでとうございます～公衆衛生事業功労者福岡県知事表彰を受賞～
　１月３１日、福岡市で「食と健康推進フォーラム」
第６５回福岡県公衆衛生大会が行われ、野田歯科医
院（峰畑区）の野田大三医院長が公衆衛生事業功労
者福岡県知事表彰を受賞されました。
　この表彰は、長年にわたり福岡県の公衆衛生の向
上発展に寄与されたとして、野田大三医院長の顕著
な功績がたたえられています。

◉親育ち子育て講演会を開催しました
　３月４日、中央公民館で親育ち子育て講演会（二部
構成）を開催しました。第１部の絵本コンシェルジェ
Aki さんによる『うちどく応援☆－どんどん本が好
きになる仕掛けとおはなしをあなたへ－』に子育て
中の保護者や読書ボランティアなど多くの人たちが
参加しました。本を家族の集まる場所や子どもがく
つろぐ場所に置くなど読むまでの工夫や本が好きに
なる仕掛けを学び、親子で同じ空間（本）を共有して
コミュニケーションをとることのすばらしさを教え
ていただきました。第２部の『Insheart( インスハー
ト ) ライブ～現役医師が伝える「命の歌」～』では、末
期がんで母を亡くした娘さんの思いや障がいをもっ
て生まれた子のお母さんのメッセージなどを基に作
られた歌に命の尊さを感じ、涙する人もいました。ラ
イブ後、参加者は「涙がとまりませんでした。一生懸
命生きようと思います。」と話してくれました。

◉卒業生５９人が３年間過ごした学び舎を巣立っていきました
　３月９日、小竹中学校で第７１回卒業証書授与
式が行われ、５９人が卒業証書を受け取りました。
村田健吾校長は「この小竹中学校で学んだ３年間を
胸に刻み、明日からそれぞれの道を力強く前進して
いく君たちへ。夢や志を持ち何事にも挑戦してほし
い。」と卒業生にはなむけの言葉を贈りました。３年
間共に過ごした仲間との最後の合唱に感極まって
涙する卒業生たち。お世話になった先生たちや見守
り支えてくれた家族、地域の人たちに感謝をし、大
きな夢と希望を抱きながら旅立ちました。
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◉ファミリーサポート研修・交流会が行われました
　ファミリーサポートとは子育て家庭に寄り添っ
た援助活動支援のことです。
　３月２日、こたけ創造舎で、ファシリテーター佐
藤倫子先生（福岡教育大学非常勤講師）をお招きし、
ファミリーサポート研修・交流会が行われました。
　テーマ ｢ コミュニケーションのつぼ ｣ でワーク
ショップを行い、年齢や経験の差があるお助け会員
さんとお願い会員さんがお互いの違いを知り、円滑
な関係を結ぶための基礎的な科目を修了しました。
研修後にはお助け会員さんの手作りカレーをいた
だきながら、日頃の子どもの様子や子育ての悩みな
どの情報交換をしました。今回の研修・交流会でお
助け会員さんとお願い会員さんとの絆が一段と深
まりました。
資料・写真提供
▶ファミリーサポートセンターこたけ

▶ファミリーサポートのご利用には事前に登録が
必要です。いざという時のためにお役に立てると思
いますので、お気軽にお問合せください（メールア
ドレス▷ info@lbkotake.com　ファミリーサポー
トセンターこたけアドバイザー井上頼子さん

◉一期一会の心、「おしいただく」大切さを学ぶ～接遇教育を行いました～
　２月２７日、北小学校では、浅原喜代子さんのご指
導のもと、６年生に接遇教育が行われました。茶道の
心得や、畳の部屋での歩き方、礼の仕方などの礼儀作
法を学び、学校の和室でお茶をいただきました。“お
しいただく”（左写真の様子）は、お茶をたてていただ
いた人たちなどに一期一会の心をあらわす大切な所
作と実感した子どもたち。卒業証書授与式でも、学ん
だとおりのきれいな“おしいただく”所作で卒業証書
を受け取り、感謝の気持ちを表しました。

◉春の訪れを感じながら、長崎街道・小竹歴史探訪のみちを歩きました
　福岡県ウオーキング協会が主催する「福岡県ジョ
イラウンドウオーク日本の歩きたくなるみち５００
選大会 IN 小竹」が３月１８日に開催され、町内外か
ら１２6 人が参加しました。町総合福祉センターをス
タートし、こたけ創造舎や合屋古墳、大祖神社など
を巡りながら赤地区公民館までの長崎街道・小竹歴
史探訪のみち約９㎞コースを歩きました。つくしを
摘む参加者もおり、春の訪れを感じながら歴史や地
域の人たちとふれあい、歩く楽しさを実感されてい
ました。勝野１区や御徳１・２・３区、赤地区の皆様にご
協力いただき、ありがとうございました。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

10

引っ越しの際は
住民票の異動手続きを忘れずに！

問い合わせ▶税務住民課住民係☎２・１２１７

　

引
っ
越
し
に
伴
う
住
所
変
更
の
届

け
出
は
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
の

た
め
の
大
切
な
手
続
で
す
。
忘
れ
ず

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
、
最
新
の
住
所
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、手
続
き
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
届
出
期
間
】

◉
転
入
・
転
居
▽
新
し
い
場
所
に
住
み
始
め
た
日
か

　
　
　
　
　
　
　

ら
14
日
以
内

◉
転
出
▽
転
出（
予
定
）日
の
前
後
14
日
以
内

※
住
所
異
動
に
伴
い
、そ
の
他（
保
険
・
税
・
年
金
・
水

　

道
等
）の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、
あ
ら
か
じ
め

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
の
際
に
は
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

第３回こたけボタカン駅伝参加者募集！
～今年は４０チームの参加を目指します～

問い合わせ▶まちづくり推進課企画係☎２・１２１４

　
“
ボ
タ
カ
ン
”と
は
、「
山
あ
り

谷
あ
り
の
ボ
タ
山
を
み
ん
な
で

協
力
し
合
い
、
力
の
限
り
を
尽

く
し
て
、
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜

け
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
」の

略
で
す
。
今
年
も
１
周
約
１
㎞

の
コ
ー
ス
を
４
時
間
で
何
周
走

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
い
ま

す
。

　

筑
豊
を
一
望
で
き
る
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
夏
に
は
多
く

の
人
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に

訪
れ
る「
山
の
里
自
然
農
園
」。

園
内
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
花
が

咲
き
始
め
る
こ
ろ
、
心
地
よ
い

風
を
感
じ
な
が
ら
、
気
の
合
う

仲
間
と
一
緒
に
ボ
タ
山
を
走
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
も
ち
ろ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
参
加
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 

募
集
要
項

【
定
員
】40
チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム

を
１
人
～
10
人
で
構
成
）

【
参
加
費
】１
チ
ー
ム
３
千
円
＋

参
加
人
数
分（
一
般
▽
千
円
、小

中
高
校
生
▽
五
百
円
）

【
申
込
期
限
】４
月
13
日（
金
）ま

で【
申
込
先
】所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
企
画
係
ま
で（
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参
）Ｆ
Ａ
Ｘ
▽

０
９
４
９
６
・
２
・１
１
４
０

※
申
込
用
紙
は
、役
場
、町
中
央

公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

ト
ラ
イ
ア
ル
小
竹
店
に
て
配
布

し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

【
主
催
】こ
た
け
ボ
タ
カ
ン
駅
伝

実
行
委
員
会

参加チーム募集中！！

５月１３日（日）１０時～
小竹町新多の山の里自然農園で

『第３回こたけボタカン駅伝』を
開催します

人権擁護委員に
再任されました

 

大
屋
太
さ
ん（
新
多
区
）が

 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務 

 

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　委嘱期間は平成３０年１月１日から平成
３２年１２月３１日までです。人権擁護委員
は、地域の皆さんの人権が侵害されないよう
に常に注意を払っています。日常生活の中で
何か困ったことがあればご相談ください。
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◆ 

障
が
い
の
あ
る
人
も
対
象
に
な
り
ま
し
た

　

町
で
は
、
認
知
症
等
の
症
状
に
よ
り
、
徘
徊
の
お

そ
れ
の
あ
る
町
内
在
住
の
高
齢
者
等
を
支
援
す
る

高
齢
者
等
徘
徊
S
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
も

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、直
方
警
察
署
・
直
方
市
・
宮

若
市
・
鞍
手
町
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
と

連
携
し
、
早
期
発
見
・
早
期
保
護
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

万
が
一
対
象
者
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

直
方
警
察
署
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
情
報
提
供
に

同
意
を
す
る
こ
と
で
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で

き
ま
す
。

◆ 

Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力

　

 

機
関
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

行
方
不
明
の
お
そ
れ
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
等

の
地
域
で
の
日
常
的
な
見
守
り
や
行
方
不
明
が
発

生
し
た
場
合
の
早
期
発
見
・
早
期
保
護
等
に
協
力
い

た
だ
け
る
機
関
を
募
集
中
で
す
。
協
力
機
関
に
は
行

方
不
明
が
発
生
し
た
場
合
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
方
不
明

者
の
情
報
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
の
登
録
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
登
録
希
望
の
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高齢者等徘徊ＳＯＳネットワークをご存じですか？
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

小竹町新多定住促進住宅の
入居者を募集します
問い合わせ▶まちづくり推進課住宅管理係

　　　　　　☎２・１２１５

【
募
集
戸
数
お
よ
び
家
賃
】

若年者専修学校等技能習得資金
修学生を募集します

問い合わせ▶教育課学校教育係
☎２・１９６１

階層 戸数 家賃月額
（共益費込） 駐車場

４階 ３戸 ２８，０００円
１台につき、
月額　１，５００円

５階 ２戸 ２５，０００円

【
貸
与
条
件
】町
内
に
在
住
し
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
業
が

困
難
で
あ
り
、
職
業
訓
練
お
よ

び
技
能
習
得
の
た
め
に
修
学
に

意
欲
の
あ
る
人
で
、
次
の
条
件

を
満
た
す
人
に
対
し
、
技
能
習

得
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

①
前
年
度
に
中
学
校
・
義
務
教

　

育
学
校
・
高
等
学
校
も
し
く

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

　

た
人
、
ま
た
は
高
等
学
校
も

　

し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
後

　

期
課
程
を
中
退
し
た
人

②
指
定
さ
れ
た
専
修
学
校
等 

　

に
修
学
す
る
人

※
指
定
校
に
つ
い
て
は
教
育
委

　

員
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】４
月
２
日（
月
）か

ら
４
月
27
日（
金
）ま
で

【
募
集
要
領
の
設
置
場
所
】

町
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教

育
係（
中
央
公
民
館
内
）

【
敷
金
】減
額
前
の
家
賃
３
か
月
分

【
家
賃
の
減
額
】18
歳
未
満
の
扶
養

親
族
が
い
る
場
合
は
、
申
請
後
、
人

数
に
応
じ
て
家
賃
が
減
額
に
な
り

ま
す
。

【
受
付
期
間
】随
時

※
満
室
に
な
る
ま
で

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
】

▽（
株
）Ｋ
K
Ｇ（
管
理
会
社
）

　

☎
２
・
５
７
７
０

▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

住
宅
管
理
係
☎
２
・
１
２
１
５

修学意欲の
ある人を

応援します！
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役 場 か ら の お 知 ら せ

国民健康保険に加入するとき、やめるとき
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

◆ 

国
保
に“
加
入
す
る
”と
き
の
手
続
き

ど
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

▼
職
場
の

　

健
康
保
険
な
ど
を

　

や
め
た
と
き

  

（
退
職
日
の
翌
日
）

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
の
保
険
の
喪
失
が

確
認
で
き
る
も
の

※
非
自
発
的
失
業
者
の
人
は
、
そ
の
こ
と

　

が
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
家
族
の
健
康
保
険

　

の
被
扶
養
者
か
ら

　

は
ず
れ
た
と
き

資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
被
扶
養
者
か
ら

は
ず
れ
た
証
明
書
、本
人
確
認
書
類

▼
小
竹
町
に

　

転
入
し
た
と
き

　
（
※
１
）

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

・
公
共
料
金
の
使
用
申
込
書
等
居
住
の
事

　

実
が
確
認
で
き
る
書
類（
新
規
転
入
者
）

・
70
歳
以
上
の
人
が
転
入
す
る
場
合
は
、
転

　

出
し
た
市
町
村
で
交
付
さ
れ
た
負
担
区

　

分
証
明
書

▼
子
ど
も
が
生
ま
れ

　

た
と
き（
※
１
）

印
か
ん

▼
生
活
保
護
を
受
け

　

な
く
な
っ
た
と
き

保
護
廃
止（
停
止
）決
定
通
知
書

※
１ 

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
や

　
　

 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

国民健康保険に加入するとき、やめるときは、１４日以内に
健康増進課保険年金係の窓口で手続きを行いましょう。

◆ 

国
保
を“
や
め
る
”と
き

　

 

資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
手
続
き

ど
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

▼
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

　

に
加
入
し
た
と
き

国
保
の
被
保
険
者
証
と
加
入
し
た

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証（
※
２
）

▼
小
竹
町
か
ら

　

転
出
し
た
と
き

被
保
険
者
証（
※
２
）

▼
死
亡
し
た
と
き

被
保
険
者
証（
※
２
）、
会
葬
御
礼
ま

た
は
領
収
書
等
葬
祭
を
行
っ
た
人

が
確
認
で
き
る
書
類
、
葬
祭
を
行
っ

た
人
の
通
帳
お
よ
び
印
か
ん

▼
生
活
保
護
を

　

受
け
始
め
た
と
き

保
護
開
始
決
定
通
知
書
、被
保
険
者

証（
※
２
）

▼
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

　

人
が
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
対
象
者
に
な
っ

　

た
と
き

※
75
歳
に
な
り
、
対
象
に

　

な
っ
た
と
き
は
届
け
出

　

が
不
要
で
す
。

65
歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
個
別

で
案
内
を
し
ま
す
。

※
２ 

国
民
健
康
保
険
で
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

   

や
高
齢
受
給
者
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証
の
交
付
を
受

　
　

 

け
て
い
る
場
合
は
、手
続
き
の
際
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く

　

資
格
を
得
た
月
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。（
遡
及
賦
課
と
い
い
ま
す
）

●
被
保
険
者
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
、
や
む
を
得
な

　

い
場
合
を
除
き
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
資
格
を
喪
失
し
た
被
保
険
者
証
で
診
療
を
受
け
る
と

　

国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
分
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
後
、
国
保
を
や
め
る
届

　

け
出
が
な
け
れ
ば
、
国
保
税
と
健
康
保
険
な
ど
の
保

　

険
料
を
二
重
で
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届け出が
遅れると…

届け出が
遅れると…
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国保にご加入の皆様へ
平成３０年４月から、国保制度が変わりました！

問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

□ 

被
保
険
者
証
等
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　

県
も
国
保
の
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
被
保

険
者
証（
保
険
証
）等
の
様
式（
記
載
内
容
な
ど
）が
変
わ
り

ま
す（
左
記
の
図
参
照
）。
福
岡
県
で
は
、
被
保
険
者
証（
保

険
証
）に
つ
い
て
、
高
齢
受
給
者
証
と
一
体
化（
※
１
）し
、
１

人
１
枚
の
個
人
カ
ー
ド
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
済
み
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）は
、
平
成
30
年
４

月
以
降
、新
様
式
に
順
次
切
り
替
わ
り
ま
す（
※
２
）が
、そ
れ

ま
で
は
、現
在
お
持
ち
の
も
の
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

被
保
険
者
証（
保
険
証
）は
、
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際

に
必
要
で
す
の
で
大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

※
１ 

有
効
期
限「
平
成
30
年
７
月
31
日
」表
示
の
高
齢

　
　

 

受
給
者
証（
白
色
）を
お
持
ち
の
人
は
、平
成
30
年

　
　

 

７
月
中
に
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一

　
　

 

体
化
し
た
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
２ 

市
町
村
ご
と
で
、新
様
式
へ
の
切
り
替
え
の
時
期

　
　

 

は
異
な
り
ま
す
。

◆ 平成３０年４月以降の更新後の様式（例）

　 ６９歳まで（一般分）の被保険者証

有効期限　年　月　日福　 岡　 県
国民健康保険
被 保 険 者 証
氏           名　　　　　記号　　番号
生  年  月  日 　　　　　　  　　
適用開始年月日
交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住　　　　  所
保 険 者 番 号                     交付者名  印

市町村によって、色など
が異なる場合があります

市町村による資格管理の
開始日が入ります

交付者はこれまでどおり
市町村となります

□ 

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当

　

 

の
算
定
回
数
が
県
単
位
で
通

　

 

算
さ
れ
、加
入
者
の
負
担
が
軽

　

 

減
さ
れ
ま
す

　

同
一
県
内
の
他
市
町
村
へ
の
転
出

等
で
あ
っ
て
、
世
帯
の
継
続
性
が
保
た

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
平
成
30
年
４
月

以
降
の
療
養
に
お
い
て
発
生
し
た
高

額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
算
定
回

数
も
通
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆ 同一県内市町村間での住所異動にともなう
　 高額療養費の多数回該当の判定

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

１月目 ２月目 3 月目 １月目 ２月目 ３月目 ４月目

１月目 ２月目 3 月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目

同一都道府県内
市区町村転居

ここから該当

これまで

平成３０年
４月以降

ここから該当

□ 

被
保
険
者
の
届
出
等
の

　

 

窓
口
は
変
わ
り
ま
せ
ん

窓口は今までと変わりません

※手続きのために
　県庁までお越し
　いただく必要は
　ありません。

□ 

医
療
機
関
の
受
診
方
法
は

　

 

変
わ
り
ま
せ
ん

　

国
保
の
場
合
、
医
療
費
の
１
～
３

割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
被
保

険
者
証（
保
険
証
）を

提
示
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

県市町村加入者

●保険証の交付
●保険税率の決定
●保険給付

●保険税の納付
●保険給付等の申請
●各種届出

例
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役 場 か ら の お 知 ら せ

生後３か月以上の犬は狂犬病予防注射を忘れずに
問い合わせ▶農政環境課環境係☎２・１９４６

　農作物等への被害を防ぐため、箱わなによる
イノシシの捕獲を行います。事故防止のためご
協力をお願いします。期間は次のとおりです。

有害鳥獣捕獲のお知らせ
～箱わなによるイノシシの捕獲を行います～

問い合わせ▶農政環境課農業振興係☎２・１１６７

◆ 狂犬病予防注射実施日程　
　※雨天の場合でも実施します。

月　日 場　所 時　間

４月１６日（月）

兵丹区公民館 　９：１５ ～ 　９：３０

南良津区公民館 　９：４０ ～ 　９：５５
米麦共同乾燥調整施設

（新山崎区） １０：０５ ～ １０：２０

保健センター前 １０：３０ ～ １０：４５

中央１集会所 １０：５５ ～ １１：０５

勝野２区公民館 １１：１５ ～ １１：３０

勝野１区公民館 １１：４０ ～ １１：５０

赤地区公民館 １３：１５ ～ １３：３５
御徳２区公民館

（東住民センター） １３：４５ ～ １４：０５

御徳１区公民館 １４：１５ ～ １４：２５

御徳３区公民館 １４：３５ ～ １４：５５

小竹区公民館 １５：０５ ～ １５：１５

４月２６日（木）

毛勝区公民館 １３：３０ ～ １３：４０
西校区水防倉庫前

（旧新多消防格納庫） １３：４５ ～ １４：１０

芦北区公民館 １４：２０ ～ １４：３０
七福コミュニティ
センター １４：４０ ～ １４：５５

南住民センター
（峰畑区） １５：０５ ～ １５：２５

◆ 料金
【新規登録の場合】

登録手数料（１頭） ３，０００円
注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ６，１５０円

【登録済みの場合】

注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ３，１５０円

▶当日は、なるべくおつりがいらないよう
　にご準備ください。ご協力をお願いしま
　す。
▶犬の登録と予防注射は、飼育場所が屋内
　・屋外に関わらず飼い主の義務です。こ
　の義務を怠ると、狂犬病予防法第２７条
　により、「２０万円以下の罰金」に処せら
　れます。

左記予防接種日程の都合が悪
い場合は、かかりつけの動物病
院等で、注射を受けることも可
能です。病院によっては、往診
制度もありますので、動物病院
にお問い合わせください。

【期間】平成３０年４月１日（日）から平成３１年３月３１日  
（日）まで▷日の出から日の入りまで

【場所】町内全域
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◆ 平成３０年度および平成３１年度の保険料率が
　  決まりました。

平成２８・
　　２９年度

平成３０・
　　３１年度 増 減

均等割額 ５６，０８５円 ５６，０８５円 据え置き

所得割率 １１．１７％ １０．８３％
０．３４

ポイント減

賦課限度額 ５７万円 ６２万円 ５万円増

※後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定
　されます。

◆ 保険料額の算出方法

　個人ごとの保険料は、加入者全員が同じ金額を負担
する「均等割額」と、個人ごとの総所得金額等（※注１）
に応じて負担する「所得割額」との合計になります。

保険料額
（年額）

※１０円未満
 切り捨て

＝
均等割額

５６，０８５円
＋

所得割額
［総所得金額等※注１－３３万円］

×１０．８３％（所得割率）

※注１▷「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等
　　　　収入－公的年金等控除」、「給与収入－給与所
　　　　得控除」、「事業収入－必要経費」等の合計額
　　　　で、各種所得控除前の金額です。

後期高齢者医療制度に加入している皆様へ
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

◆ 平成３０年度の保険料軽減措置

○世帯（※注２）の所得額等に応じて、均等割額が軽減されます。
均等割額
軽減割合

軽減後の
均等割額（年額）

軽減の基準（同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対象所得金額※注
３の合計額で判定）

９割軽減 ５，６０８円 「３３万円以下」かつ「被保険者全員が年金収入８０万円以下で、その他の所得
がない」

８．５割軽減 ８，４１２円 ３３万円以下

５割軽減 ２８，０４２円 「３３万円＋２７万５千円×被保険者数」以下（※注４）

２割軽減 ４４，８６８円 「３３万円＋５０万円×被保険者数」以下（※注４）
※注２▷「世帯」とは、４月１日時点の世帯（年度途中で７５歳になる人、県外から転入された人等はその時点）が
　　　　基準となります。
※注３▷「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金の場合はさらに１５万円を
　　　　控除して計算します。
※注４▷平成３０年度も軽減対象の拡充が実施されています。

○後期高齢者医療制度に加入する前日まで社会保険（※注５）の被扶養者であった人

均等割額が５割軽減（※注６）されます。（所得割額はかかりません） 軽減後の保険料▷年額２８，０４２円

※注５▷社会保険とは、協会けんぽ（全国健康保険協会管掌保険）、組合管掌保険、船員保険、共済組合などのこと
　　　　です。国民健康保険・国民健康保険組合は該当しません。
※注６▷均等割額の軽減が所得により９割軽減、８．５割軽減に該当する人はそれぞれ９割軽減、８．５割軽減が優
　　　　先されます。

◆ 保険料額の通知について
保険料額の詳細は、７月に送付予定の「平成３０年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」でお知らせします。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

後期高齢者歯科健診のお知らせ
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合

☎０９２・６５１・３１１１

ごみ収集の休業日の
お知らせ

問い合わせ▶農政環境課環境係
　　　　　　☎２・１９４６

平成３０年度学生納付特例の申請受付が始まります
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４／直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

◆ 

学
生
納
付
特
例
と
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
学
生
が
毎
年

４
月
以
降
に
申
請
し
、承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

平
成
29
年
度
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
人

で
、平
成
30
年
度
も
同
じ
学

校
に
在
学
す
る
人
に
は
、学

生
納
付
特
例
申
請
の
は
が

き
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。こ
の
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
す
る
こ
と
で
学
生
納

付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

▼
こ
の
対
象
で
な
い
学
校

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

申
請
時
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た

人
は
、あ
ら
た
め
て
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
）

▽
学
生
証

（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

▽
印
か
ん

（
代
理
人
申
請
の
場
合
の
み
）

【
申
請
で
き
る
期
間
】

平
成
30
年
度
学
生
納
付
特

例
申
請
の
受
付

▽
平
成
30
年
４
月
２
日

（
月
）か
ら

        追納制度をご利用ください !

　保険料免除、納付猶予をされた月
から１０年以内であれば、保険料を
後から納付することができます（追
納）。追納すると、老齢基礎年金の年
金額計算に含まれますので、追納す
ることをおすすめします。
　ただし、猶予してから２年経過す
ると経過した年数に応じて保険料
に加算金がつきますので、ご注意く
ださい。また、追納する場合は、直方
年金事務所に納付書を請求してく
ださい。

固 形 燃 料 用 ご み（ 燃 え る ご み ）
毛勝区３組

５月３日（木）の

ごみの収集はお休みです。

新多区
本町区
栄町区
勝野１区
勝野２区
小竹区

５月４日（金）の

ごみの収集はお休みです。

七福区
峰畑区
芦北区
中央区

ご迷惑をおかけしますが、
お間違えのないようご注意ください。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、平
成
30
年
度
よ

り
次
の
と
お
り
被
保
険
者

を
対
象
に
、後
期
高
齢
者
の

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等

の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、５
月
中
旬
に

受
診
券
、質
問
票
等
を
送
付

し
ま
す
。

【
受
診
対
象
者
】本
年
度
76

歳
に
な
る
県
内
の
被
保
険

者（
昭
和
17
年
４
月
１
日
か

ら
昭
和
18
年
３
月
31
日
ま

で
の
生
ま
れ
の
人
）

【
受
診
期
間
】６
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で

【
受
診
券
の
送
付
時
期
】

５
月
中
旬
に
広
域
連
合
か

ら
郵
送
し
ま
す
。

【
受
診
の
方
法
】必
ず
同
封

し
て
い
る
歯
科
健
診
の
実

施
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
受
診
の
際
は
、「
受
診

券
」、「
質
問
票（
記
入
し
て

実
施
医
療
機
関
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
）」、「
被
保
険
者

証
」、「
受
診
料
三
百
円
」を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】平
成
32
年
度
ま

で
に
限
り
、77
歳
以
上
に
な

ら
れ
る
被
保
険
者
で
歯
科

健
診
を
希
望
す
る
人
も
受

診
で
き
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、被
保
険
者
を
対

象
に
、生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
の
予
防
等
を
目

的
と
し
て
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
へ
４
月
下
旬

か
ら
５
月
初
旬
に
か
け
て

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【
受
診
対
象
者
】

被
保
険
者
。

　

た
だ
し
、健
康
診
査
の
目

的
か
ら
、生
活
習
慣
病（
※
）

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
は
対
象
者
と
な
り
ま

せ
ん
。

（
※
）生
活
習
慣
病
と
は
、糖

　
　

尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂

　
　

質
異
常
症
そ
の
他
の

　
　

疾
病
で
、内
臓
脂
肪
の

　
　

蓄
積
に
起
因
す
る
も

　
　

の
で
す
。

【
受
診
票
の
送
付
時
期
】

ア 

平
成
30
年
４
月
末
現
在

　

 

で
被
保
険
者
の
人

▼
４
月
下
旬
～
５
月
初
旬

イ 

平
成
30
年
５
月
以
降
に 

　

 

75
歳
に
な
る
人

▼
75
歳
に
な
る
誕
生
月
の

　

10
日
頃（
誕
生
日
前
の
受

　

診
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
診
時
の
自
己
負
担
金
】

五
百
円

【
受
診
の
方
法
】

①
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
、

前
回
、健
康
診
査
を
受
け
た

医
療
機
関
に
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
が
受
診
で
き
る

か
を
確
認
し
、予
約
を
し
ま

す
。

※
ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い

　

の
か
が
わ
か
ら
な
い
時

　

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
健
康
診
査
を
受
診
し
ま

す
。

◉
受
診
の
際
は
、必
ず「
被

保
険
者
証
」・「
受
診
票
」・

「
自
己
負
担
金
五
百
円
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平成３０年度後期高齢者健康診査のお知らせ
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合☎０９２・６５１・３１１１

町立病院事務局
☎２・０２８２

　町立病院では、毎月木曜日１６時３０
分から次のとおり教室を実施します。

＊＊＊＊ ４月の教室内容 ＊＊＊＊
　５日▷糖尿病はどんな病気？

　（佐藤先生）
１２日▷糖尿病と食生活について

（管理栄養士）
１９日▷運動療法の実際 

（院長・理学療法士）
２６日▷食事療法の実際 

（管理栄養士）
☆どなたでも参加できます

 ◆血糖値が高い状態が続く
　  あなたに必見！

糖尿病・
栄養教室
開催中！

　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
の
ち
の
終

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
り
に
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　

か
わ
る
か
」は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

町
立
病
院
山
口

健
也
医
師
が
執
筆
者
の
一
人
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
医
療

の
第
一
戦
に
立
つ
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

医
が
い
の
ち
の
終
わ
り
に
ど
う
か
か

わ
る
か
を
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
に
対

し
て
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
詳
細
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ

の
緩
和
医
療
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ

で
１
位
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
読
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？

◆高齢の親を抱えている人、病気と闘っている
大切なひとがいる人にお勧めの一冊！

医学書院
「いのちの終わりに
どうかかわるか」

町立病院
✿

伝言板



18

◆ 買物支援地区割表
【午前】

曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
地区 小竹区 勝野一区 御徳二区 芦北区 中央区

集合場所 小竹区公民館 勝野一区公民館 東住民センター 芦北区公民館 中央区公民館

出発時間 ９時００分 ９時００分 ９時００分 ９時００分 ９時００分
買物時間 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分

地区 峰畑区 本町区 御徳一区 七福区 勝野二区

集合場所 南住民センター 本町区集会所 御徳一区公民館 七福コミュニティ
センター 勝野二区集会所

出発時間 ９時３０分 ９時３０分 ９時３０分 ９時３０分 ９時３０分
買物時間 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分

【午後】
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
地区 毛勝区 新山崎区 御徳三区 兵丹区

集合場所 毛勝区集会所 新山崎区公民館 御徳三区公民館 兵丹区公民館

出発時間 １３時３０分 １３時３０分 １３時３０分 １３時３０分
買物時間 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分

地区 新多区 南良津区 栄町区 赤地区

集合場所 新多コミュニティ
センター 南良津区公民館 栄町区集会所 赤地区公民館

出発時間 １４時００分 １４時００分 １４時００分 １４時００分
買物時間 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分 ４０分～５０分

※土曜日、日曜日、祝日およびお盆（８月１３日～８月１５日）、年末年始（１２月２９日～１月３日）は運行しません。
※台風および積雪等で運行できない場合があります。

▼
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

　

は
、
平
成
30
年
４
月
２
日
か

　

ら
各
地
区
の
集
合
場
所
か
ら

　

ト
ラ
イ
ア
ル
小
竹
店
ま
で
送

　

迎
を
行
い
ま
す
。
帰
り
は
ト

　

ラ
イ
ア
ル
小
竹
店
か
ら
そ
れ

　

ぞ
れ
の
自
宅
付
近
ま
で
送
迎

　

し
ま
す
。

▼
地
区
ご
と
に
曜
日
と
時
間
が

　

異
な
り
ま
す
の
で
、
下
記
の

　

買
物
支
援
地
区
割
表
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

▼
買
物
支
援
地
区
割
表
は
小
竹 

　

町
社
会
協
議
会
窓
口
に
設
置

　

し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
通

　

常
サ
イ
ズ（
Ａ
４
）と
拡
大
サ

　

イ
ズ（
Ａ
３
）が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ

　

さ
い
。

『
高
齢
者
等
日
常
生
活

 
　
　
買
物
支
援
事
業
』

　
　
　
　
が
始
ま
り
ま
す

【問い合わせ】
小竹町社会福祉協議会☎０９４９６・２・２０２８
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小
竹
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
遠
賀
川
は
、
古
く
は
こ
や

の
せ
川
と
も
古
川
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
遠
賀

川
は
、母
な
る
川
と
し
て
弥
生
時
代
か
ら
稲
作
が
始
ま
る
な

ど
、自
然
の
恵
み
を
与
え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、川
ひ
ら
た
に

よ
る
交
通
の
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、大
雨
が
降
れ
ば
洪
水
を
起
こ
し
流
域
の
人
々
を

苦
し
め
て
い
ま
し
た
。黒
田
藩
は
、慶
長
18
年（
千
六
百
十
三

年
）、遠
賀
川
に
堤
防
を
設
け
る
工
事
を
始
め
ま
し
た
が
、堤

防
完
成
後
も
大
雨
の
度
に
支
流
に
川
の
水
が
流
れ
込
み
、

人
々
を
苦
し
め
ま
し
た
。特
に
、新
山
崎
や
南
良
津
は
、低
地

の
た
め
に
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
に
作
ら
れ

た
の
が
唐
戸
で
す
。

　

唐
戸
は
洪
水
時
の
逆
流
を
防
ぐ
水
門
で
す
が
、当
時
は
木

材
で
作
ら
れ
て
い
た
た
め
、水
の
勢
い
や
老
朽
化
で
い
つ
も

修
繕
が
必
要
で
し
た
。
し
か
も
木
材
の
伐
採
に
は
、
奉
行
所

の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
苦
労
し
た
様
子
が
林
家（
新

山
崎
区
）の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
数
か
所
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、今
も
南
良
津
唐
戸

の
石
組
み
や
兵
丹
の
水
門
が
現
存
し
て
い
ま
す
。い
わ
ば
歴

史
の
証
人
で
あ
り
、重
要
な
文
化
財
と
も
言
え
ま
す
。

子
ど
も
に
聞
か
せ
る

小
竹
の
昔
ば
な
し

第１５話

地
域
を
守
っ
た
唐
戸
の
話
　
　
文　

郷
土
史
研
究
会
員

★

◀案内（唐戸）
ＪＡ勝野駅から兵丹を
通り約１０分。鴻ノ巣橋
バス停から歩いて１０分
くらいの場所にある。

※郷土史研究会員の皆さんが
「子どもに聞かせる小竹の昔ば
なし」を平成８年に発行され、そ
のお話を掲載しています。

報情このけた−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地

地域子育て支援センターからのお知らせ

◆４月から、『親子のわらべうた教室』を
　定期的に行う予定です。

子どもと向き合う上質
な時間です。多くの参加
をお待ちしています。

【問い合わせ】地域子育て支援センターたけのこ
　　　　　　　☎２・０１８７

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
み
つ
ば
会
の
皆
さ
ん

が
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を
活
用
し

て
移
動
動
物
園
を
企
画
。３
月
６

日（
火
）に
実
現
し
ま
し
た
。

　

や
ぎ
や
亀
、あ
ひ
る
、う
さ
ぎ
、

モ
ル
モ
ッ
ト
、
に
わ
と
り
、
ひ
よ

こ
な
ど
を
抱
っ
こ
し
た
り
、餌
を

あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。動
物
の
温

か
さ
や
動
き
、鳴
き
声
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
保
護
者

や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会
に
参
加
し

た
親
子
も
一
緒
に
楽
し
み
、か
わ

い
い
動
物
た
ち
に
癒
や
さ
れ
る

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ピクニカ共和国の
動物たちがやってきた！

△小さな口で餌をモグモグ
　食べるモルモット。
　かわいいねェ～♡

▽やぎさんの迫力ある食べ
　方に少し驚きました。 大きなカメ。

ここ固いよ！！

19 ひまわりだより
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３月１１日
本年度最後のプレーパークを

実施しました。
今回は、昭和の森で自然遊び。

ぽかぽか陽気の中
自由な発想で

いろいろな遊び方を考え
元気いっぱいに遊びました。

図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０～１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

『手軽でたのしいふわかわ
パステル画』はじめての描き方教室

著／中村 友美
誠文堂新光社

　ふわっとやわらかい色彩にかわ
いらしい印象のパステル画は、心
をほっと癒やしてくれます。本書
ではパステルの特性や技法を手順
をおった写真で紹介しています。
パステルと紙を用意して、バラン
ス・立体感・色彩の３つのカギを
使って挑戦してみませんか。

てんぐのくれためんこ

作／安房 直子
絵／早川 純子

偕成社

銀河鉄道の父

著／門井 慶喜
講談社

　賢治は岩手県花巻の富裕な質屋
の長男として生まれたが、家業を継
がず、学問の道に進み教師や技師
として地元に貢献しながら創作活
動に情熱を注いでいった。本書は父
親、政次郎を主人公に賢治の一生を
描き出している。『家康、江戸を建て
る』についで３回目のノミネート
で、第１５８回直木賞受賞。

　とつぜんへんな風がふいて、
まっ赤な顔に長い鼻…てんぐが
たけしの前にあらわれました。て
んぐはめんこがへたでいつもま
けているたけしに、どんなめんこ
もひっくりかえす「かぜのめん
こ」をこしらえてくれました。た
けしは「かぜのめんこ」でこぎつ
ねたちに勝負をいどみます。

木登り

スコップ
で

穴掘り

秘密基地

高い所まで登れた！

何？？虫がいるよ
木の枝やダンボールを使って、
私たちだけの秘密基地づくり
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今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必要 
　なものや対象者が限られる場合が
　ありますので、保健センターに問い
　合わせください。

▶ウォーキングには、上靴・水筒・タ
　オルを持参してください。

●予約・問い合わせ…保健センター
　　　　　　　　　  ☎２・１８６４

４月

１９日（木）：ウォーキング教室

受付▷
９時４５分～１０時３０分

町民体育館

２５日（水）：ウォーキング教室

受付▷
９時４５分～１０時３０分

町民体育館

５月

８日（火）：乳児健診

受付▷
９時１５分～９時４５分

保健センター

９日（水）：ウォーキング教室

受付▷
９時４５分～１０時３０分

町民体育館

１５日（火）：３歳児健診

受付▷
１３時１５分～１３時４５分

保健センター

平成３０年度
成人用肺炎球菌の予防接種について

　肺炎球菌による肺炎は、成人の肺炎の２５
～４０％を占め、特に高齢者での重篤化が問
題になっています。肺炎の他にも気管支炎や
敗血症などを引き起こすこともあります。
　肺炎球菌感染症の発生や重症化予防のた
め、予防接種を受けることをお勧めします。

◆ 定期接種の対象者（対象は今年度限りです）
　次の表の対象者のうち、今までに一度も接種を受けたことが
ない人で接種を希望する人

※対象外：今までに成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けた  
　　　　  ことがある人

対象者 生年月日
６５歳となる人 昭和２８年４月２日生～昭和２９年４月１日生

７０歳となる人 昭和２３年４月２日生～昭和２４年４月１日生

７５歳となる人 昭和１８年４月２日生～昭和１９年４月１日生

８０歳となる人 昭和１３年４月２日生～昭和１４年４月１日生

８５歳となる人 昭和８年４月２日生～昭和９年４月１日生

９０歳となる人 昭和３年４月２日生～昭和４年４月１日生

９５歳となる人 大正１２年４月２日生～大正１３年４月１日生

１００歳となる人 大正７年４月２日生～大正８年４月１日生
▶６０歳以上６５歳未満の心臓やじん臓、呼吸器に重い病気があ
　る人（身体障害者手帳１級程度）およびヒト免疫不全ウイル
　スにより日常生活がほとんど不可能な程度の障がいのある人

◆ 接種料金 ２，５００円

※生活保護受給者は無料です。医療機関に診療依頼書または 
　生活保護受給証明書を提示してください。

◆ 接種期間　平成３０年４月１日から
　　　　　　 平成３１年３月３１日まで

◆ 予防接種が受けられる医療機関
　医療機関は、福岡県内の指定医療機関で受けられます。かか
りつけ医にご相談ください。事前に予約が必要です。
　小竹町内での実施医療機関は次のとおりです。

医療機関名 所在地 電話番号（０９４９６）

加來医院 勝野３５４７－２ ２－００５５
医療法人菊地医院 御徳１９７２－２ ２－１８６１
林医院 新山崎１０３９－１ ２－８００８
小竹町立病院 勝野１１９１ ２－０２８２



2223 ひまわりだより

暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】4
月
13
日（
金
）▽
12
時
か

ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉

協
議
会
☎
２
・
２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど

を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

▼
９
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で

※
祝
日
も
開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
小
竹
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談

可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談

支
援
事
務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・

１
６
３
０

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
警
察
、弁
護

士
会
、県
暴
追
セ
ン
タ
ー
等
が
連
携

し
、
面
接
・
電
話
に
よ
る
集
中
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
21
日（
土
）▽
10
時
か

ら
16
時
ま
で

【
場
所
】筑
豊
地
区
会
場
▽
飯
塚
市

民
事
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー（
飯
塚
市

役
所
１
階
）

◉
相
談
電
話

▽
０
９
４
８
・
２
２
・
３
８
８
３

【
問
い
合
わ
せ
】（
公
財
）福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０

９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８

福
岡
県
学
習
支
援
事
業

生
徒
募
集

【
日
時
】毎
週
土
曜
日
▽
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
開
催
期
間
】平
成
30
年
５
月
12
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
16
日
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
中
央
公
民
館

【
対
象
者
・
人
員
】小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
▽
10
名
程
度

【
費
用
】無
料

【
内
容
】学
校
の
宿
題
や
勉
強
の
習

慣
づ
け
、生
活
習
慣
や
社
会
性
の
育

成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
進
学
の
た
め
の
学
習
主
体
の
教

　

室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
期
間
内
、随
時
受
付
し
ま
す
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
中

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
】受
託

団
体
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ（
手
塚
）☎
０
８
０
・

８
９
５
４
・
２
４
８
８

平
成
30
年
度

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

　

遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）で
、

河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

団
体
等
に
対
し
て
、そ
の
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。

【
対
象
団
体
】支
流
を
含
む
遠
賀
川

流
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
、ま
た

は
今
後
行
お
う
と
す
る
会
員
５
名

以
上
の
団
体

【
対
象
活
動
】除
草
・
清
掃
活
動
、
水

質
・
生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な

ど（
他
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る

活
動
は
除
く
）

【
助
成
対
象
活
動
期
間
】平
成
30
年

６
月
か
ら
平
成
31
年
１
月
ま
で

【
助
成
内
容
】上
限
10
万
円（
１
団
体
）

【
申
込
期
間
】４
月
２
日（
月
）か
ら

４
月
27
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】北
九
州
市
上
下
水

道
局
水
質
試
験
所
☎
０
９
３
・
６
４

１
・
５
９
４
８

平
成
30
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

◆
一
般
幹
部
候
補
生

【
受
験
資
格
】22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は

大
卒
見
込
み
含
む
）

【
受
付
期
間
】５
月
１
日（
火
）ま
で

【
試
験
期
日
】一
次
▽
５
月
12
日
・
５

月
13
日
、２
次
▽
６
月
12
日
～
15
日

【
試
験
会
場
】福
岡
駐
屯
地
等

◆
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

【
受
付
期
間
】５
月
１
日（
火
）ま
で

【
試
験
期
日
・
会
場
】一
次
▽
５
月
26

日
、２
次
▽
６
月
27
日
～
７
月
２
日

【
試
験
会
場
】北
九
州
市
立
大

◆
第
１
回
自
衛
官
候
補
生

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

【
受
付
期
間
】５
月
１
日（
火
）ま
で

【
試
験
期
日
・
会
場
】筆
記
▽
５
月
26

日（
北
九
州
市
立
大
）、
口
述
・
身
体

検
査
▽
５
月
27
日
～
５
月
29
日（
福

岡
駐
屯
地
、
久
留
米
駐
屯
地
、
小
倉

募
集

相
談

■管内街頭犯罪発生状況
2 月中 2 月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい 1 件  2 件 － 8 件
自転車盗 4 件 　9 件 － 6 件
空き巣 2 件  22 件 +11 件
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

お
知
ら
せ

a traffic accidentgarbage of fefuse-derived fuelpopulat ion

　２月中 ２月末累計
発生件数 2 件（－ 1 ） 3 件（－ 2 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 2 人（－ 2 ） 3 人（－ 3 ）

■人　口 7,848人
男性 3,745 人 女性 4,103 人
出生 3 人 死亡 16 人
転入 36 人 転出 19 人

■世帯数 3,902世帯

  121,830kg （前月比 △ 23,640 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 4 月１5 日（日）９時から１２時まで

2 2
2

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

松
尾　

宏
昭 

様（
峰
畑
区
）

遺
族　

松
尾 

は
る
か
様

故　

織
田　

節
子 

様（
新
多
区
）

遺
族　

野
口　

範
子 

様

故　

山
下　

照
子 

様（
赤
地
区
）

遺
族　

山
下　

惠
子 

様

駐
屯
地
）

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方

協
力
本
部 
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０

９
４
８
・
２
２
・
４
８
４
７

平
成
30
年
度

戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け

る
戦
没
者
等
の
方か

た
が
た々
に
追
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
開
催
す
る
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、

先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

た
め
に
も
、
若
い
世
代（
18
歳
未
満
）

の
参
列
も
募
集
し
ま
す
。

◆ 

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

　
（
主
催
・
福
岡
県
）

【
期
日
・
場
所
】８
月
15
日（
水
）▽
県

立
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

【
募
集
人
員
】九
百
人

【
参
加
資
格
】先
の
大
戦
に
お
け
る

福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一

般
戦
災
死
没
者
の
遺
族
で
本
県
に

居
住
し
て
い
る
人（
三
親
等
以
内
の

親
族
を
優
先
）

【
参
加
費
用
等
】無
料（
会
場
ま
で
の

交
通
費
は
自
己
負
担
）※
参
列
遺
族

全
員
の
献
花
を
予
定

【
募
集
締
切
】6
月
７
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】町
役
場
福
祉
課
一

般
福
祉
係
☎
２
・
１
２
１
９

◆
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
（
主
催
・
政
府 

厚
生
労
働
省
）

【
期
日
・
場
所
】８
月
14
日（
火
）か
ら

８
月
15
日（
水
）ま
で
の
２
日
間
▽

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

【
募
集
人
員
】百
七
人

【
参
加
資
格
】①
先
の
大
戦
に
お
け

る
戦
没
者
、一
般
戦
災
死
没
者
お
よ

び
原
爆
死
没
者
の
遺
族
で
本
県
に

居
住
し
て
い
る
人（
三
親
等
以
内
の

親
族
を
優
先
）②
過
去
に
参
加
し
た

こ
と
の
な
い
人
③
２
日
間
の
行
程

に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
し
、

団
体
行
動
が
と
れ
る
人

【
参
加
費
用
等
】旅
費
の
一
部
補
助

あ
り
※
差
額
は
本
人
負
担

【
募
集
締
切
】6
月
１
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】戦
没
者
・
一
般
戦
災

死
没
者
遺
族
▽
町
役
場
福
祉
課
一

般
福
祉
係
☎
２
・
１
２
１
９　

原
爆

死
没
者
遺
族
▽
福
岡
県
原
爆
被
害

者
相
談
所
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１

５
０
８

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

　

政
府
で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
や
働
き
方
改
革
の
推
進
の

た
め「
２
０
２
０
年
ま
で
に
年
休
取

得
率
70
％
以
上
」の
数
値
目
標
を
掲

げ
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
暦
上
休
日

の
続
く
Ｇ
Ｗ
に
併
せ
て
休
暇
取
得

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。各
職
場

で
話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
、年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
労
働
局
企
画

課
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
７
６
３

※
２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４月は未成年者飲酒防止
強調月間です

（お酒は二十歳になってから）

福岡国税局・税務署

洪
水
情
報
を『
緊
急
速
報
メ
ー
ル
』で
配
信
！

　

国
が
管
理
す
る
遠
賀
川
に
お
い
て
、
川
で
氾
濫
の
可
能
性

が
高
ま
っ
た
時
や
、川
で
氾
濫
が
発
生
し
た
時
に
、緊
急
速
報

メ
ー
ル
が
携
帯
電
話
に
配
信
さ
れ
ま
す
。
受
信
さ
れ
た
場
合

は
川
の
水
位
や
避
難
情
報
等
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

◉
開
始
日
…
平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら

◉
対
象
者
…
配
信
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報
課

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
１
８
３
０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

平成３０年３月２０日現在

「こたけ創造舎」
フェイスブックのイベント
情報もご覧ください。

  ● ● ４月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

 美術協会写真教室
▷１９時～２１時

◉問い合わせ▷まちづくり推進課☎０９４９６・２・１２１４

イベントが
ない日でも OK！
  ぜひ一度遊びに
来てください。

電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合には…　☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

 きもの着付け教室
▷１３時 30 分～
　１５時３０分

◆
イ
ベ
ン
ト
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

ヨ
ガ
教
室
▼〈
講
師
〉呉
石
ち
ほ

☎
０
９
０
・
４
９
８
１
・
９
０
１
４

き
も
の
着
付
け
教
室
▼

〈
主
催
〉き
も
の
装
美
着
付
学
院

☎
０
１
２
０
・
７
０
・
５
０
２
０

English

・Study

・Tim
e

▼

〈
講
師
〉吉
田
麻
由
美

☎
０
９
０
・
４
９
８
０
・
５
９
８
６

美
術
協
会
写
真
部
写
真
教
室
▼〈
主
催
〉

美
術
協
会
写
真
部

☎
０
９
０
・
８
３
９
８
・
９
４
７
４（
中
村
）

☎
０
９
０
・
１
３
４
８
・
４
４
０
０（
山
崎
）

◆
イ
ベ
ン
ト
等
で
施
設
を
利
用
す
る
場
合

【
申
し
込
み
方
法
】「
こ
た
け
創
造
舎
施
設

利
用
申
込
書（
様
式
第
２
号
）」と
本
人
確

認
書
類（
免
許
証
ま
た
は
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
持

参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】１
時
間
あ
た
り
五
百
円

 シルバー人材センター
 地域班会議
▷１０時～１２時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 English Study Time
▷１０時～１２時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 English Study Time
▷１０時～１２時

 美術協会写真教室
▷１０時～１２時

広報こたけ・町ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規　格 料　金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円

上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 上下６０ピクセル
　 ×左右２１０ピクセル ３，０００円

＊＊  詳しくは町ホームページをご覧ください  ＊＊

 きもの着付け教室
▷１３時 30 分～
　１５時３０分

 きもの着付け教室
▷１３時 30 分～
　１５時３０分


